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)(kf は単調減少であるから 
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4≧n のとき 
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ここで 
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であるから 

 

 13
3

2
22)(lim3

3

2
2

4

5

2














 




n

k
n

kfn  

612.0
12

346.7

12

733.18414.115

12

38215
3

3

2
2

4

5






  

 675.01
3

026.5
1

3

732.12415.16
1

3

3226
13

3

2
22 





  

 

したがって、求める最大の整数 i は 6i  ……(答) 

 

 

 

 



(注) 

積分近似を 2≧k で行うと、 3≧n のとき 
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であるから 
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したがって、範囲が定まらない。 


